
平成 20 年度環境科学センター研究推進委員会意見等への対応 
課題名 循環型社会の形成に関する研究 

主な意見、評価等 環境科学センターの対応 
○ 廃プラスチックのリサイクル及び処分のための施設からの有害

化学物質や臭気の排出は、近年特に注目されているテーマであり、

神奈川県においても重要な行政課題の１つといえる。本研究課題

はそれに３つの切り口から取り組もうとするもので、行政支援の

研究課題として時宜を得たものといえる。 
  内容的にも大変充実した調査研究計画であり、新規追加テーマ

である最終処分場の電気探査技術は、ニーズも高く、有用性の高

い研究といえる。これらの進捗状況は概ね適切と評価できるが、

一方で同種の調査研究が全国的にかなりの数実施されていること

から、比較研究や、他の研究事例から得られる知見の活用も重要

といえる。 
○ リサイクル施設からの化学物質排出、県民の関心が高く、貴重

な調査データである。 
○ 最終処分場の適正管理、安全な廃棄物処分場管理方法の確立に

貢献を期待する。 
○ 廃棄物最終処分場の安定度判定、重要な課題であるので、継続

的な研究で判定指標解明を期待したい。 
○ 廃棄物のリサイクル等の方法は今後ますます多岐にわたるよう

になると予測される。これら施設からの化学物質の排出は、どの

方法が良いかを選択する上で当然考慮すべき点であるが、従来は

きちんと考慮されずにきたことである。このような観点から、テ

ーマ１は有用である。 
 
○ テーマ１：廃棄物リサイクル施設でどのような有害な化学物質

がどの程度排出されるのか、その実態を把握しておくことは非常

に重要と考えられる。結果は、廃棄物リサイクル施設での有害な

化学物質の排出は、おおむね一般環境と同程度とのことではある

が、常駐する作業員等の被曝についても、安全性を考慮しておく

ことは必要であろう。 

○ 循環型社会の形成に関する研究については、現在は、安全性の検証の視点から調査研究に取

り組んでおります。 
 また、調査研究の実施に当たっては、他機関での取組みなどを参考に進めてきておりますが、

成果の取りまとめの際には、さらに詳細な情報収集、検討を行い、ガイドラインの作成など行

政で有効に活用できるよう努めてまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ ご指摘いただいたとおり、リサイクルの推進に当たっては、作業従事者の安全確保も重要と

考えますので、測定データは、協力いただいた事業所にフィードバックして、労働環境基準や

室内濃度指針などを説明し、対策についても資料提供などの協力をしたいと考えております。 
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主な意見、評価等 環境科学センターの対応 
○ テーマ２：廃棄物最終処分場としてはモデルプラントになるが、

ここで得られた知見が、一般の最終処分場にどの程度適用できる

のかについて、検討しておくことが必要であろう。 
 
 
 
○ テーマ３：廃棄物最終処分場の安定度の判定に、電気探査の手

法が適用できれば、メリットは大きいと考えられる。ただし、測

定でまず得られるのは電気伝導度の変化であって、イオン濃度の

変化そのものではない点を常に留意する必要はあると考えられ

る。 
○ 循環型社会の形成は、環境汚染での課題であると同時にエネル

ギーの有効利用の課題としても重要といえる。それらに取り組む

本研究の意義は極めて高いと言える。 
化学物質の排出についての近隣住民の関心は高い。的確な情報

の提供が期待される。濃度表示は、質量基準にするかの検討は必

要と言えよう。 
処分場の監視システムとして簡便でありながら、かつ、ある程

度の精度が確保される手法の提案は重要である。研究の深化が求

められていると考える。 
○ テーマ２は、廃棄物最終処分場の安定化の仕組みを科学的に明

らかにする上で貴重なテーマである。特に、実処分場でデータを

とることは稀にしか行えないということを考えれば、時宜を得た

取り組みとして評価できる。 
○ また、処分場の閉鎖時期を適正に判断することは、環境汚染の

リスクを回避し、これと併せて過度のコスト等の投入を避ける上

で重要なことである。非破壊的検査方法である電気探査の適用性

を検討するという試みは意義がある。 
 
 

○ 埋め立てる廃棄物の種類などにより浸出水の状況などが変わってくることから、この処分場

で得られた知見をすべての処分場に適用するのは難しいと考えておりますので、成果のまとめ

にあたっては、その特性を踏まえた解析を行っていきます。 
 
 
 
○ 本テーマは、最終処分場の安定度判定の指標として、非破壊検査法である電気探査の手法の

適用可能性を探ることを目的に実施しているものであり、今後も継続してデータの集積に努め

てまいります。なお、ご指摘のとおり、最終処分場の安定性の評価については、電気探査の手

法のみでは限界があると考えており、他の手法も組み合わせた効果的な方法の検討を進めてい

くこととしております。 
○ また、濃度表示につきましては、調査データを環境基準値などと比較する場合は、基準とし

て質量基準（μg/m3 ）を用いておりますので、質量基準を用いていきたいと考えておりま

す。 
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○ 廃棄物リサイクルについては、さまざまな問題設定が可能であ

ろう。もっと長期的展望に立った大胆なリサイクル策の探究があ

ってもよいのではないか。ゼロエミッションを探究する時に、現

在、何が相対的に取り組みやすく、何が困難な問題なのかの探究

をしたらどうであろうか。 

○ ご指摘のテーマについては、循環型社会の形成における重要な研究テーマと考えております

が、当センターが取り組むに当たっては、人員などの体制整備の問題もあり、今後の検討課題

としていきたいと考えております。 

 


